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「ピーチビレッジ」 の露天風呂「桃の湯」「スイーツガーデン」 「ぴあパークとうりんぼ」全景

※  刈羽村地域共生事業『ぴあパークとうりんぼ』
　平成24年10月1日にオープンした大型複合施設。施設内には、JFA公認の人工芝サッカー場2面と温浴施設を併設した宿
泊交流センター『ピーチビレッジ』、新潟県のブランドイチゴの『越後姫』やトマトを栽培する園芸ハウスと刈羽村特産の『砂
丘桃』の圃場、カフェを併設した洋菓子や和菓子を販売する『スイーツガーデン』、ハウス園芸振興のために生産者に野菜の
栽培方法のトレーニングを行う『JA柏崎・刈羽園芸サポートセンター』、新潟大学の農業研究施設『新潟大学 刈羽村先端農業
バイオ研究センター』などがある。

本　年12月に、村政をお預かりし
て４期目を迎えることとなりま

した。この 12年間、私が最も訴え
てきましたのが「村民が自ら考え行
動し責任を負うまちづくり」です。
とかく行政は、住民に対して「ああせ
い、こうせい」と注文をつけますが、
そうすると住民の側は「ああしても
らいたい、こうしてもらいたい」と行
政を頼ります。それでは、本当の意味
でまちづくりはできません。村民が
自ら考え行動することに対して行政
は公的支援をする、村民も責任を取
っていただく、といった自律的なま
ちづくりが極めて重要だと思います。

刈羽村はこの10月に『ぴあパーク
とうりんぼ』※という大型複合

施設をオープンさせました。JFA 公
認のサッカーコート２面と宿泊交流
センターやカントリーハウス風のカ
フェのスイーツガーデン、施設園芸
の大型ハウスと園芸トレーニングセ
ンター、新潟大学の先端農業バイオ
研究センターなどの施設群ですが、
刈羽村の発展に欠かせない要素を有
機的に配置した村の新しい財産です。

この事業は原子力発電所と立地地
域の共生を表そうという主旨の

もと、刈羽村地域共生事業と銘打ち
東京電力㈱の寄付で実施したもので
す。平成9年の発電所完成以来、長
い年月をかけて練り上げ、平成22年
3月に寄付を受けて「農業・加工物販・
飲食・集客」という4つの事業コン

セプトでスタートしました。これを
もとに村民にもアイデアを募りまし
たが、当初から、「公設民営」で運営
し、運営各部署は自立して施設の経
営にあたっていただくという構想で
した。つまり「行政がこのようなも
のを造りたい」というものから「皆
さん方がビジネスをできる環境を行
政が用意する」というものでした。

そのため、私たちは長い時間をか
けて、事業参画希望の企業や村

民の皆さんと、寄付をしていただいた
東京電力との間で協議を積み重ねて
きました。従来の公共事業や共生事
業のあり方を変えたい、という思い
がありました。その意味で、この「公
設民営」を理解していただき、今回の
大型複合施設の開設が可能になった
のも、冒頭の「村民が自ら考え行動し
て責任を負う」ということが村民の
間に浸透した結果だと思っています。

職  員の意識も変わってきました。私たちは、平成 16年の中越地
震と平成 19年の中越沖地震という
2度の大きな地震を経験しましたが、
職員は復旧・復興に向けて、文字通
り獅子奮迅の働きをしました。他の
一部の被災地では職員の残業手当を
カットするという話もありましたが、
村内に 20ある行政区と刈羽村議会
は全会一致で職員の残業手当の支給
を認めたのです。つまり村民挙げて
職員に感謝するという評価をいただ
いたわけです。この「成功体験」が、

職員の意識変革のきっかけになって
います。小さい村だからできるとい
う意見もあるようですが、「いかに
村民と寄り添って仕事を行ったか」
という結果だと思います。

行政の場面では、村民に対する
「事業説明」や、ときに「説得」

などを行うことがあります。それが
仕事だと思ってしまうこともありま
す。だが、実は「共感してもらえる」
ことが行政職員の仕事なのです。住
民の要望をどのように実現するかを
住民とともに考えていくことです。
そのためには、職員は日常的に「顔
を見せる」「本音を語る」というこ
とが大事です。そうすれば、キメの
細かい行政サービスができます。県
や国を見て仕事をするのではなく
「村民を向いて仕事をするか」が大
切で、今後も私たちは「村民ととも
にスクラムを組む」という姿勢を貫
きたいと思います。

刈羽村には、お話しした『とう
りんぼ』の他にも特産品の『砂

丘桃』や『刈羽米』といったものが
ありますが、一番自慢できるのは、
職員を含め「自ら考え行動し責任を
負う」、そうした村民といえます。（談）
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【写真】
上段左上：龍神村の護摩壇山頂付近の「ごまさんスカイタワー」では樹氷が見られる
上段左下：世界遺産「熊野古道」を歩くツアー。険しい道が続くので入念な準備運動は欠かせない
上段右上：肉厚でやわらかい果肉が特徴のブランド梅「南高梅」は梅酒にしてもおいしい
上段右下：大塔日置川県立自然公園の「雨乞いの滝」。百間山渓谷にはたくさんの名瀑がある
下段左上：大塔川を堰き止めた野趣あふれる大露天風呂・川湯温泉の「仙人風呂」（冬季限定）
下段左下：農業法人・株式会社  秋津野が経営する農家レストラン「みかん畑」
下段右：「熊野古道・中辺路」（「発心門王子」～「水呑王子」間）。この先に「熊野本宮大社」がある

圏
域
市
町
村
の
取
り
組
み
を
連
携
さ
せ
て

更
な
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す和歌山県の中央部に位置する田辺周辺広域市町村圏組

合は田辺市、みなべ町、白浜町、上富田町、すさみ町の1市
4町で構成されている。昭和46年以降、文化・医療環境
の整備事業を行ってきたが、近年、この土台の上に、地域
産業を「連携」によって活性化させようという動きが高
まっており、今回はその取り組みを紹介する。

圏
域
市
町
村
の
取
り
組
み
を
連
携
さ
せ
て

更
な
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す



梅の花が一斉に咲き誇る紀南地域の春

左上：日本三美人の湯のひとつに数えられる「龍神温泉」
左中：県の無形民俗芸能に指定されている「上野の獅子舞」
左下：平成17年にオープンした「扇ヶ浜海水浴場」
右上：全国の熊野神社の総本社「熊野本宮大社」
右下：「熊野古道・中辺路」沿道の神社「発心門王子（ほっしんもんおうじ）」

　

大
阪
の
中
心
部
か
ら
直
線
で
約
1
0
0

㎞
、
紀
伊
半
島
の
南
西
部
に
和
歌
山
県
の

1
／
3
を
占
め
る
田
辺
周
辺
広
域
市
町
村

圏
は
位
置
す
る
。
地
形
の
ほ
と
ん
ど
が
山

地
と
丘
陵
地
で
、
海
岸
線
に
山
地
が
せ
り

出
し
て
、
河
口
部
が
わ
ず
か
な
平
坦
地
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
地
形
を
活
用
し
て
、
昔
か
ら

「
紀
州
み
か
ん
」で
知
ら
れ
る
柑
橘
類
や
、

今
で
は
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
「
南

高
梅
」
な
ど
の
梅
、
花
卉
栽
培
な
ど
の
農

業
が
盛
ん
な
土
地
だ
。

　

ま
た
、
黒
潮
紀
南
分
流
が
流
れ
る
太
平

洋
に
面
し
た
漁
港
で
は
カ
ツ
オ
、
ア
ジ
、

サ
バ
、シ
ラ
ス
、イ
セ
エ
ビ
な
ど
に
加
え
、

「
ヒ
ロ
メ
」
と
呼
ば
れ
る
海
藻
類
の
水
揚

げ
で
も
知
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
世
界
遺
産
「
熊
野
古
道
」
を

有
し
、白
浜
温
泉
や
日
本
三
美
人
の
湯「
龍

神
温
泉
」、「
熊
野
本
宮
温
泉
郷
」、
パ
ン

ダ
で
知
ら
れ
る
「
南
紀
白
浜
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
な
ど
、
観
光
資
源
に
も

恵
ま
れ
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
田
辺
市
の
「
秋
津
野
ガ
ル
テ

ン
」
に
み
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

白
浜
町
の
「
南
紀
州
交
流
公
社
」
の
教
育

旅
行
、「
企
業
の
森
」
に
み
ら
れ
る
都
市

農
村
交
流
な
ど
の
取
り
組
み
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
る
。

　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
は
昭
和

46
年
、
田
辺
市
と
日
高
郡
の
龍
神
村
、
南

部
川
村
、南
部
町
、西
牟
婁
郡
の
白
浜
町
、

上
富
田
町
、
大
塔
村
、
中
辺
路
町
、
日
置

川
町
、
す
さ
み
町
の
10
市
町
村
で
結
成
さ

れ
た
。
古
く
か
ら
こ
の
地
域
は
、
通
勤
・

通
学
を
は
じ
め
日
常
生
活
圏
と
し
て
つ
な

が
り
が
強
く
、
経
済
圏
と
し
て
も
相
互
の

連
携
が
深
い
と
こ
ろ
だ
。

　

当
初
は
紀
南
文
化
会
館
の
建
設
・
管
理

や
、輪
番
制
病
院（
休
日
救
急
）の
運
営
支

援
、
休
日
急
患
診
療
所
開
設
と
い
っ
た
文

化
・
医
療
環
境
の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、

平
成
4
年
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
」
に
選

定
さ
れ
、
10
億
円
の
「
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
基
金
」
を
開
設
し
、
平
成
7
年
に
積
み

増
し
を
行
っ
て
20
億
円
の
基
金
と
な
る
。

　

平
成
16
〜
18
年
の
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の

大
合
併
」
を
経
て
、現
在
で
は
田
辺
市
（
田

辺
市
、
龍
神
村
、
中
辺
路
町
、
大
塔
村
、
本

宮
町
）、み
な
べ
町（
南
部
町
、南
部
川
村
）、

白
浜
町
（
白
浜
町
、
日
置
川
町
）、
上
富
田

町
、す
さ
み
町
の
1
市
4
町
で
構
成
す
る
。

　

平
成
18
年
、
経
済
産
業
省
の
「
広
域
市

町
村
圏
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
調
査
モ
デ
ル

事
業
」
の
対
象
地
域
と
し
て
採
択
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
翌
19
年
に
「
広
域
市
町

村
圏
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
平
成
20
年
に
は
「
健

康
・
観
光
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
、基
金
の
運
用
益
を
活
用
し
て
、

圏
域
内
で
の
都
市
体
験
交
流
事
業
や
人
材

育
成
事
業
、
産
品
開
発
・
販
路
拡
大
事
業

を
展
開
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
田
辺
周
辺
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
大
き
な
特
徴
は
、文
化
や
医
療
環

境
の
整
備
事
業
に
加
え
て
、地
域
の
活
性
化

を
目
的
と
す
る
事
業
の
取
り
組
み
に
あ
る
。
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地
域
資
源
の
豊
富
な
紀
南
地
域
で

広
域
市
町
村
圏
組
合
を
結
成
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田辺市  産業政策課  交流推進係
係長   山本 良明さん

田辺市  産業政策課  交流推進係
松本 早也香さん

田辺市長
真砂 充敏さん

　

そ
の
中
心
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
て

き
た
の
が
田
辺
市
だ
。

　

田
辺
市
長
の
真ま
な
ご砂
充み
つ
と
し敏
さ
ん
は
言
う
。

　
「
紀
南
地
域
は
開
拓
精
神
に
溢
れ
る
土

地
柄
で
す
。ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る『
南

高
梅
』
は
今
で
言
う
『
産
学
連
携
』
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、世
界
遺
産
の『
熊

野
古
道
』
や
白
浜
温
泉
や
龍
神
温
泉
な
ど

の
名
湯
な
ど
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
。
熊
野
は
歴
史
的
に
『
癒
し
・
再
生
』

と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ
土
地
で
、
人
々

は
『
熊
野
参
詣
』
を
行
っ
て
『
再
生
し
て

帰
る
』
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
小
栗
判
官
の
物
語
が
そ

れ
を
表
し
て
い
ま
す
。
だ
が
、
営
業
力
が

弱
い
。
そ
の
た
め
に
私
ど
も
は
産
業
部
と

い
う
も
の
を
設
置
し
ま
し
た
。『
癒
し
』

や『
健
康
』と
い
っ
た
付
加
価
値
を
付
け
、

有
機
的
な
広
域
連
携
の
力
で
産
地
間
競
争

に
勝
っ
て
い
き
た
い
。キ
ー
ワ
ー
ド
は『
癒

し
・
健
康
』
と
『
営
業
力
』
で
す
」

　

10
年
ほ
ど
前
ま
で
、
田
辺
市
の
産
業
政

策
は
企
業
誘
致
に
重
点
を
置
き
、
I
T
産

業
の
企
業
集
積
を
目
指
し
て
い
た
が
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
「
誘
致
よ
り

も
立
地
へ
」
と
い
う
産
業
政
策
の
転
換
期

を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
19
年
3
月
、同
年
1
月
策
定
の「
田

辺
市
広
域
市
町
村
圏
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」に
続
き「
第
1
次
田
辺
市
総
合
計
画
」

を
策
定
。
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

産
業
間
、
地
域
間
の
有
機
的
な
連
携
を
図

り
、相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、

国
内
外
へ
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、

豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
新
産
業

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
等
が
示
さ
れ
た
。

　

広
域
に
よ
る
農
林
漁
業
、
商
工
業
、
観

光
業
の
連
携
で
地
域
産
業
力
を
強
化
し
、

新
産
業
を
創
出
す
る
と
い
う
「
新
た
な
価

値
創
造
」
を
目
指
す
取
り
組
み
を
開
始
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。

　

平
成
20
年
、市
庁
舎
に
産
業
部
を
設
立
。

産
業
部
内
に
置
か
れ
た
産
業
政
策
課
で
は
、

産
業
間
、
地
域
間
、
団
体
間
の
連
携
を
一

層
強
め
る
た
め
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
、
合
併
に
よ
っ
て
多
種
多
様

に
な
っ
た
地
域
産
業
の
6
次
産
業
化
や
農

商
工
連
携
に
よ
る
産
品
開
発
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

取
り
組
む
人
材
の
育
成
、
販
路
拡
大
等
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
事
業
で
、
域
内
を
は
じ
め
全

　

そ
う
し
た
田
辺
市
の
産
業
振
興
策
に
歩

調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
田
辺
周
辺
広
域

市
町
村
圏
組
合
も
様
々
な
地
域
活
性
化
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。

　
「
私
た
ち
は
約
40
年
に
わ
た
っ
て
広
域

連
携
で
文
化
・
医
療
環
境
整
備
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
土
台
の
上
に
、
圏

域
に
山
積
す
る
地
域
課
題
に
取
り
組
み
、

産
業
振
興
を
行
う
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
最

大
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
事
務

局
の
前ま

え
し
ば芝

啓け
い

史し

主
査
は
語
る
。

　

域
内
の
第
1
次
産
業
人
口
比
率
は
、
平

成
22
年
段
階
で
15.
9
％
と
全
国
平
均
の

4.
2
％
に
比
べ
て
み
て
も
極
め
て
高
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
農
業
で
は
梅
や
柑
橘
類
、

花
卉
、
漁
業
で
は
カ
ツ
オ
や
イ
セ
エ
ビ
な

ど
の
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
昔
か
ら
「
梅

干
」
や
「
鰹
節
」、「
味
噌
」、「
醤
油
」
な
ど

の
食
文
化
の
原
点
と
も
い
え
る
産
品
を
開

発
し
て
き
た
。
し
か
し
、
全
国
の
中
山
間

国
各
地
を
飛
び
回
る
の
が
、
昨
年
4
月
に

新
設
さ
れ
た
交
流
推
進
係
だ
。
設
置
当
初

の
陣
容
は
係
長
の
山や
ま
も
と
よ
し
あ
き

本
良
明
さ
ん
と
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
岸き

し
が
み
み
つ
よ
し

上
光
克
さ
ん
、

そ
れ
に
松ま

つ
も
と本

早さ

や

か
也
香
さ
ん
の
3
人
で
、
現

在
は
4
人
体
制
。

　

係
長
の
山
本
さ
ん
は
「
や
は
り
、
現
場

が
大
切
で
す
。
自
分
で
解
決
で
き
な
い
と

こ
ろ
は
内
外
と
の
連
携
で
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
現
場
の
中
か
ら
学
び
ま

し
た
。
産
品
開
発
や
販
路
拡
大
、
人
材
育

成
も
人
と
の
交
流
に
よ
る
ヒ
ン
ト
や
気
づ

き
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　

松
本
さ
ん
は
田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

組
合
の
柑
橘
類
や
梅
の
生
産
者
な
ど
と
近

畿
農
政
局
の
「
6
次
産
業
倶
楽
部
」
に
参

画
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
大
阪
や
神
戸
の

バ
イ
ヤ
ー
や
農
協
も
参
加
し
て
お
り
、
産

品
開
発
や
販

路
開
拓
な
ど

を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

　
「
や
は
り
、

こ
の
地
域
は

『
南
高
梅
』

の
ブ
ラ
ン
ド

開
発
に
み
ら

れ
る
先
人
か

ら
の
D
N
A

が
受
け
継
が

れ
て
い
る
の

か
、
起
業
意
識
の
高
い
人
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。こ
う
し
た
場
を
大
切
に
し
て
、

地
域
づ
く
り
ま
で
を
射
程
に
入
れ
た
生
産

者
・
事
業
者
の
数
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
」

と
松
本
さ
ん
は
言
う
。
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「
健
康
・
癒
し
」と
い
う
付
加
価
値
を
付
け
て

地
域
を
強
固
に
売
り
込
む

地
域
産
業
活
性
化
を

広
域
圏
組
合
事
業
の
柱
と
し
て



熊野の里株式会社
代表取締役  宮崎 誓悟さん

田辺周辺広域市町村圏組合 事務局
主査   前芝 啓史さん

田辺市  産業政策課  交流推進係
地域コーディネーター  岸上 光克さん

口
比
率
が
域
内
平
均
で
58.
1
％
と
、
地
域

産
業
を
担
う
後
継
者
不
足
と
い
う
課
題
が

あ
る
。
加
え
て
、
価
格
の
低
下
に
よ
る
地

域
の
主
要
産
業
で
あ
る
梅
産
業
の
低
迷
な

ど
、極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
の
だ
。

　

今
、力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、域
内
に
お

け
る
「
6
次
産
業
化
」
や
「
農
商
工
連
携
」

の
推
進
に
よ
る
域
内
産
品
の
販
路
拡
大
と
、

後
継
者
の
育
成
を
は
じ
め
、
起
業
や
新
産

業
の
創
出
を
担
う
人
材
の
育
成
だ
。

　

特
に
梅
産
業
の
一
層
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
を
図
る
。
梅
産
業
で
は
、昨
今
の「
梅

酒
バ
ー
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
梅
酒
ブ

ー
ム
」
に
よ
り
、
小
ロ
ッ
ト
で
も
梅
酒
を

生
産
し
て
い
る
業
者
や
、
全
国
各
地
の
蔵

元
と
の
連
携
や
海
外
の
販
路
拡
大
な
ど
を

目
指
す
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
食
べ
る
と
美
味
し
い
海

藻
類
の
「
ヒ
ロ
メ
」
や
「
熊
野
本
宮
」
と

い
う
背
景
を
持
ち
全
国
一
の
産
出
量
を
誇

る
榊
、
多
種
多
彩
な
柑
橘
類
の
加
工
品
な

ど
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」の
販
路
拡
大
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
以
降
、
毎
年
の
よ

う
に
、
人
材
交
流
事
業
と
し
て
和
歌
山
大

学
と
連
携
し
た
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
民
泊
体
験
交
流
学
習
会
、
滞
在
型
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
と
し
て
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
催
も
行
っ
た
。

　

食
品
加
工
販
売
会
社「
熊
野
の
里
」は
、

田
辺
市
内
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
事
業
者
の
ひ
と
つ
だ
。
昨
年
度
に

開
催
し
た
圏
組
合
主
催
の
「
現
地
相
談
・

商
談
会
」
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　

代
表
取
締
役
の
宮み

や
ざ
き崎

誓せ
い

悟ご

さ
ん
の
実
家

は
梅
干
農
家
。
大
阪
の
漬
物
屋
や
商
社
を

経
て
、
平
成
20
年
9
月
に
46
歳
で
起
業
し

た
。
低
迷
す
る
梅
産
業
の
な
か
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
食
品
加
工
の
製
造
販
売
の

会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
主
力
商
品
は
高
菜

の
漬
物
で
飯
を
巻
く「
め
は
り
寿
司
」。「
め

は
り
寿
司
」
は
古
く
か
ら
熊
野
地
方
に
伝

わ
る
郷
土
料
理
の
ひ
と
つ
で
、
そ
う
し
た

『
ふ
る
さ
と
の
味
』
で
2
次
産
業
か
ら
の

6
次
産
業
化
を
目
指
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
「
地
域
情
報
発
信

事
業
」と
し
て
、産
業
振
興
に
関
わ
る
各
種

講
演
会
の
開
催
、
現
地
産
品
相
談
・
商
談

会
の
開
催
を
は
じ
め
、「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」へ
の
参
画
や「
南

近
畿
地
域
の
農
林
水
産
物
を
対
象
と
し
た

商
談
会
」の
開
催
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

昨
年
度
、
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

事
業
を
活
用
し
て
、
2
回
の
「
現
地
産
品

相
談
・
商
談
会
」
を
開
催
。
こ
れ
は
生
産

者
・
事
業
者
が
消
費
地
へ
出
か
け
る
費
用

を
削
減
で
き
る
こ
と
や
、
東
京
か
ら
招
い

た
バ
イ
ヤ
ー
に
現
地
を
見
て
も
ら
い
、
商

品
の
評
価
や
今
後
の
産
品
開
発
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
。
平
成
24
年
3
月
の
相
・
商
談
会
で
は
、

19
の
生
産
者
・
事
業
者
が
参
加
し
て
大
好

評
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
圏
域
と
い
っ
て
も

和
歌
山
県
の
１
／
３
を
占
め
る
面
積
を
持

つ
だ
け
に
、
課
題
も
多
種
多
様
で
、
地
域

振
興
へ
の
温
度
差
は
確
か
に
存
在
す
る
。

　
「
横
並
び
で
行
う
の
は
無
理
で
、
多
様
な

時
代
な
の
で
、
産
品
開
発
や
販
路
拡
大
な

ど
で
は
、
走
っ
て
も
ら
う
人
は
ど
ん
ど
ん

走
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の
支
援
を
し

っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。し
か
し
、切
り

口
に
よ
っ
て
広
域
的
に
取
り
組
め
る
こ
と

も
多
く
、
産
品
開
発
や
観
光
関
連
事
業
な

ど
、事
業
者
を
一
軒
一
軒
回
っ
て
、地
道
に

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ

は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

田
辺
市
産
業
政
策
課
に
属
す
る
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
岸き

し
が
み
み
つ
よ
し

上
光
克
さ
ん
は
語
る
。

一
昨
年
度
ま
で
田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

組
合
の
「
健
康
・
観
光
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

推
進
協
議
会
」で
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。

　

組
合
事
務
局
の
前
芝
さ
ん
も
「
数
値
目

標
を
作
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
数
字
を
作
る

と
、
そ
れ
を
追
っ
か
け
て
し
ま
う
の
で
。

ま
ず
は
行
政
、
組
合
、
事
業
者
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
て
共
通
の
認
識
を
獲
得
す

る
こ
と
で
す
」
と
口
を
揃
え
た
。

地
と
同
じ
よ
う
に
少
子

高
齢
化
の
波
は
、
こ
の

地
域
に
押
し
寄
せ
て
き

て
お
り
、
生
産
年
齢
人

　

会
社
を
興
し
て
1
年
目
は
社
員
教
育
を

行
っ
た
。
2
年
目
に
高
菜
を
裏
作
で
生
産

す
る
農
家
と
契
約
し
て
、
高
品
質
の
高
菜

を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
肥
料
の
研
究

な
ど
の
営
農
指
導
か
ら
始
め
た
。
農
家
の

手
取
り
収
入
を
増
や
す
に
は
裏
作
し
か
な

い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
契
約
農
家
は
当
初

の
10
軒
か
ら
30
軒
に
増
え
て
い
る
。

　

J
A
か
ら
4
0
0
坪
の
土
地
を
紹
介
さ

れ
、そ
こ
に
高
菜
漬
物
の
加
工
場
を
建
て
、

繁
忙
期
に
は
15
名
を
雇
用
し
て
お
り
、
市

内
中
心
部
の
「
め
は
り
寿
司
」
の
作
業
場

で
は
4
名
を
雇
用
し
て
い
る
。

　
「
低
迷
す
る
梅
産
業
を
は
じ
め
、
こ
の

地
域
の
1
次
産
業
の
状
況
は
厳
し
い
。
小
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「
売
れ
る
商
品
」づ
く
り
を
目
指
す

圏
域
内
の
事
業
者
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右：めはり寿司の作業場
下：「姫めはり」と「氷雪梅」

熊野ツーリズムビューロー
事務局長  竹本 昌人さん

熊野地方から日本を眺むイラ
ストのポスター

規
模
農
家
の
人
た
ち
が
少
し
で

も
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
事

業
を
起
こ
し
た
か
っ
た
の
で

す
」
と
宮
崎
さ
ん
は
言
う
。
郷

土
へ
の
強
い
思
い
が
宮
崎
さ
ん

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
課
題
は
、

さ
ら
な
る
販
路
の
拡

大
。
昨
年
度
、
2
回

に
わ
た
っ
て
田
辺
市

内
で
開
催
さ
れ
た

「
現
地
相
談
・
商
談

会
」に
も
参
加
し
た
。

そ
こ
で
は
、
首
都
圏

や
大
阪
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
「
地
方
の
素

朴
さ
や
健
康
食
品
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
」
と
い
う
評
価
を
得

た
。
ま
た
、
こ
の
相
・
商
談
会
で
は
、
バ

イ
ヤ
ー
の
視
点
や
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
期
待

さ
れ
る
事
業
者
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。

　

今
後
は
、
高
菜
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

産
品
を
活
用
し
た
新
た
な
商
品
開
発
も
行

っ
て
、
年
商
70
億
円
を
目
指
し
て
い
る
。

　

営
業
部
部
長
の
南

み
な
み
か
つ
ひ
こ

克
彦
さ
ん
は
「
コ
ン

セ
プ
ト
を
も
っ
と
明
確
に
し
て
、
女
性
を

　平成16年にユネスコの世界遺産に登録され
て以来、「熊野古道」は全世界から注目され、その
知名度は一挙に高くなった。それを背景に「平成
の大合併」に伴って平成18年に、田辺市内の5
つの観光協会は一般社団法人熊野ツーリズムビ
ューローを設立。熊野地方のプロモーション活動
の一環としてイベント行事などを行いながら、国内
の募集型企画旅行を実施できる第２種旅行業資
格を取得、着地型旅行事業を実施した。
　現在の大きな取り組みのひとつは外国人旅行
者への対応。世界遺産登録以降、オーストラリア、
アメリカ、フランスなどの旅行者が急増し、団体旅行者のみならず個人旅行者
も増加したため、ハード、ソフト両面での域内の整備を行った。
　ハード面ではまちまちであった熊野古道にある案内標識の型や色彩を統
一。外国人観光客に分かり易い案内標識に変えた。ソフト面では事務局内
に外国人スタッフを常駐させ、宿や地域住民とコミュニケーションを円滑にする
日本語と外国語（英語、フランス語、中国語、韓国語、スペイン語）対称の「指
差し会話帳」を作成した。また、観光特区でのエリア内外国語通訳の規制が
緩和されたため、事務局スタッフもこの資格に挑戦している。
　こうした外国人対応の取り組みの成果は着実に現れてきた。ホームページ
などによる予約数はその80％が外国人。本年はすでに34ヶ国から観光客
が訪れている。昨年の東日本大震災と紀伊地方集中豪雨被害の影響で観
光客が激減した時期もあったが、現在では内外の交流人口総数は昨年の６

倍にまで回復した。今後は、関西国際空港から
LCCが飛ぶため、東南アジア人をターゲットにし
ている。
　日本人観光客向けには龍神温泉と体験型プ
ログラムをマッチングさせた商品などや、身障者に
優しいノーマライゼーションのコース造成、特産品
を絡める広域的な連携の取り組みも行っていく。
　事務局長の竹

たけもと

本昌
まさ

人
と

さんは「外国人観光客
に優しい観光地づくりは、実は日本人観光客にも
優しいんです。その意味で、世界に開かれた持続
可能な観光地を目指しています」と語る。

世界に開かれた持続可能な観光地を目指して
～熊野ツーリズムビューロー～

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
販
売
戦
略
や
、
実
演

販
売
、
試
食
販
売
で
得
ら
れ
た
消
費
者
の

評
価
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
冷
凍
食
品
会
社
や
宅
配

事
業
者
と
の
協
働
の
事
業
な
ど
を
考
え
て

い
ま
す
」
と
言
う
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
産
品

開
発
で
は
、
と
も
す
れ
ば
「
ひ
と
り
よ
が

り
」
に
な
り
が
ち
だ
。
消
費
者
を
見
据
え

た
「
売
れ
る
産
品
」
づ
く
り
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
田
辺
周
辺
広
域

市
町
村
圏
組
合
は
、
域
内
の
生
産
者
・
事

業
者
に
対
し
て
相
・
商
談
会
や
ト
レ
ー
ド

シ
ョ
ー
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

田
辺
市
上
秋
津
の
新
興
住
宅
街
の
一
角

に
、
古
い
2
階
建
て
の
廃
校
舎
が
ひ
と
き

わ
目
立
つ
。
そ
の
横
に
は
木
造
の
「
農
の

あ
る
宿
舎
」、「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
み
か

ん
畑
」
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
全
国

的
に
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
秋
津
野
ガ
ル

テ
ン
」
だ
。
年
間
6
万
人
が
利
用
し
て
お

り
、
運
営
す
る
の
は
主
に
地
域
内
の
住
民

を
株
主
と
す
る
農
業
法
人
株
式
会
社
「
秋

津
野
」。「
農
を
元
気
に
し
、
地
域
を
元
気

に
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
近
く
に
あ

る
「
秋
津
野
直
売
所
・
き
て
ら
」
の
運
営

も
行
っ
て
い
る
。
主
な
事
業
は
、
食
育
事

業
や
貸
農
園
事
業
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、

オ
ー
ナ
ー
樹
事
業
、
田
舎
暮
ら
し
支
援
事

業
、
地
域
づ
く
り
研
修
受
け
入
れ
事
業
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
上
秋
津
地
区
は
、
平
安
時
代
か
ら

集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
地
域
で
、
明
治

の
水
害
で
地
域
が
崩
壊
し
て
も
長
い
時
を

掛
け
、
住
民
が
力
合
わ
せ
復
興
を
遂
げ
た

7 電気のふるさと Vol.30

地
域
住
民
と
と
も
に

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
す
る「
秋
津
野
」
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田辺・弁慶映画祭
実行委員会事務局
高井 正臣さん

廃校舎を活用した
「秋津野ガルテン」

みかんや梅の加工品

農業法人株式会社  秋津野
副社長  玉井 常貴さん

と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
昭
和
時
代
に
は
、

か
つ
て
の
上
秋
津
村
の
村
有
財
産
を
地
区

民
に
復
帰
し
て
「
社
団
法
人
上
秋
津
愛
郷

会
」
に
所
有
権
を
移
す
な
ど
、
地
域
住
民

の
地
域
へ
の
思
い
が
強
い
土
地
柄
だ
。

　

平
成
に
入
っ
て
、
こ
の
地
域
に
新
し
い

住
民
が
流
入
し
、
農
村
地
域
の
あ
り
方
が

変
化
し
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
た

住
民
た
ち
は
、
平
成
6
年
に
地
域
づ
く
り

塾
「
秋
津
野
塾
」
を
結
成
。
町
内
会
、
公

民
館
、消
防
団
等
幅
広
い
団
体
が
結
集
し
、

合
意
形
成
を
得
な
が
ら
、
農
村
文
化
を
P

R
す
る
た
め
イ
ベ
ン
ト
交
流
や
農
業
体
験

学
習
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
平

成
８
年
に
農
林
水
産
省
の
「
豊
か
な
村
づ

く
り
」
部
門
で
天
皇
杯
を
受
賞
と
い
う
か

た
ち
で
表
れ
た
。

　

自
信
を
持
っ
た
住
民
は
、
地
域
社
会
の

あ
り
方
や
農
業
の
活
性
化
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
事
業
な
ど
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
作
り
、
住
民
の
出
資
に
よ
る
秋
津
野
直

売
所
「
き
て
ら
」
や
み
か
ん
の
加
工
事
業

「
俺お

れ

ん
家ち

ジ
ュ
ー
ス
倶
楽
部
」
な
ど
の
事

業
を
展
開
す
る
。

　

そ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
平

成
19
年
、
地
域
内
住
民
が
議
決

権
を
持
つ
株
主
と
、
地
域
外
か

ら
の
株
主
に
よ
る
農
業
法
人
株

式
会
社
「
秋
津
野
」
が
誕
生
し

た
。
そ
の
後
は
冒
頭
の
よ
う
な
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
秋
津
野
」
の
副
社
長
の
玉た

ま

井い

常つ
ね
た
か貴

さ

ん
は
、「
秋
津
野
塾
」
の
時
代
か
ら
中
心

と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。

今
で
は
講
演
で
全
国
を
飛
び
回
る
。

　
「
肝
心
な
の
は
ど
の
よ
う
に
地
域
資
源
を

　全国的にフィルムコミッションや音楽イベントなどの「芸術コンテンツ」による活性化事業が盛んだ。田辺市でも
2007年から毎年11月初旬に「田辺・弁慶映画祭」を開催している。ちなみに、田辺は源義経の郎党として知られ
る弁慶の出生地。その名を冠した映画祭だ。2009年から「東京国際映画祭」の提携企画となり、株式会社キネ
マ旬報社、東京テアトル株式会社の協力を得て、新人監督の登竜門として知られるようになった。

　第6回目となる本年は11月2～4日に開催されたが、コンペ参加は90作品。過去、こ
の映画祭からは沖田修一監督など4監督作品が「市民審査賞」を受賞し、その後商業
映画デビューを果たしている。
　もともとは、地元民間企業を中心としたフィルムコミッション活動から発展したもので、
この映画祭でも行政と民間による実行委員会方式。会費3,000円を支払うと上映作
品を見放題の特典が与えられる「市民応援団」と民間企業がスポンサーとなって映画
祭を支え、「市民審査員」を募集して審査するなど市民参画によるイベントとなっている。
　実行委員会事務局の高

たか

井
い

正
まさとみ

臣さんは「今後はコンペ参加作品を200～300くらい
まで伸ばすことと、市民に支えられた映画祭ですので『市民応援団』の数を増加させる
こととが課題です」と語る。また、「この映画祭を通じて、田辺市民と映画関係者などと
の更なる交流の促進につながる」ことを期待している。

す
る
こ
と
で
地
域
は
売
り
易

く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
消
費

者
に
と
っ
て
は
個
々
の
市
町

村
名
よ
り
も
地
域
の
通
称
の

ほ
う
が
分
か
り
易
い
か
ら
だ
。

　

本
年
8
月
に
「
第
5
次
田

辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

計
画
」
が
で
き
あ
が
っ
た
。

活
か
す
か
、
人
や
組
織
を
ど

う
活
か
す
か
で
す
。
産
業
を

ど
う
育
成
さ
せ
て
い
く
か
は
、

行
政
や
他
地
域
と
よ
く
連
携

し
て
物
語
に
す
る
か
で
す
。

私
た
ち
の
経
験
か
ら
言
え
ば
、

突
き
詰
め
て
い
け
ば
地
域
づ

く
り
は『
ヒ
ト
』で
す
」と
、

玉
井
さ
ん
は
語
っ
た
。

　

そ
の
意
味
で
「
秋
津
野
」

は
、
田
辺
周
辺
広
域
圏
組
合

の
人
材
育
成
事
業
で
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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広
域
連
携
で
取
り
組
む

地
域
活
性
化
策
の
メ
リ
ッ
ト
は
高
い

市民に支えられる「田辺・弁慶映画祭」

　
「
平
成
の
大
合
併
」を
経
た
今
、自
治
体

に
と
っ
て
「
行
政
の
効
率
化
」を
図
る
と
同

時
に「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
」を
ど
の
よ

う
に
防
ぐ
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
は
広
域
連
携
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

地
域
産
業
振
興
に
お
い
て
も
、
厳
し
い

経
済
情
勢
の
下
で「
産
地
間
競
争
」に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
自
治
体
に
様
々
な
施
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
周
辺
地
域
と
の
広

域
連
携
に
よ
る
手
法
が
極
め
て
有
効
と
い

え
る
。特
に
、地
域
産
品
の
販
売
促
進
と
い

う
面
で
は
、
広
域
で
取
り
組
む
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
は
高
い
。
個
々
の
市
町
村
に
な
い

も
の
を
補
い
合
い
、
地
域
資
源
を
共
有
化

　

今
後
、田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
は

圏
域
内
の
地
域
の
独
自
性
を
十
分
に
配
慮

し
つ
つ
、様
々
な
知
恵
を
結
集
さ
せ
、地
域

産
品
開
発
や
販
路
拡
大
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
」の
展
開
な
ど
に
向
け
た「
織
機
」の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
生
き
甲
斐
を
持
ち
、快

適
で
住
み
よ
い
圏
域
づ
く
り
」
と
い
う
基

本
理
念
を
堅
持
し
つ
つ
、「
地
域
資
源
を
活

か
し
た
圏
域
市
町
村
の
独
自
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
更
な
る

地
域
活
性
化
を
目
指
す
」と
さ
れ
て
い
る
。



　近頃、広域連携による事業で、地域
の持続可能性を探求するという動き
が目立っている。
　地方圏、特に中山間地における生
産年齢人口の減少と老齢人口の増加
は、域内市場の縮小から地域企業の
収益悪化、税収減少・社会保障負担者
の減少、行財政の悪化、公共投資・サ
ービスの削減へと進み、ついには地
域社会の過疎化、地域経済の縮小と
いう「負のスパイラル」を進行させて
いる。
　この「負のスパイラル」から脱却す
るために、広域連携による事業で雇
用を創出し、行政サービスの改善を
行って、定住人口を増加させて地域
を活性化しようとする市町村は多い。
　市町村間協力については従来「広
域行政」という言葉が用いられてき
た。交通・情報通信手段の発達によ
って住民の日常社会生活圏は市町村
の行政区域を越えて拡大しており、
消防・医療・水道など効果的な行政サ
ービスを行うためにはさらなる広域
化・高度化を進める必要があった。
　しかし、「平成の大合併」を経た今、
「広域連携」という言葉を用いること
が多く、そこには市町村の枠を越え
て、行政サービスのみならず、想定す
る地域の社会・経済の活性化を図ろ
うというニュアンスが色濃くなって
いる。

　現在の広域連携の枠組みは、日常
生活圏や経済圏を想定するものがほ
とんどだが、もうひとつ、まとまりとし
て意識できるのが「江戸時代の『藩』
である」という識者の意見がある。
　加賀藩や仙台藩、薩摩藩といった
雄藩は別として、かつての10～30万
石程度の藩域を参考にしても良いの

ではというものだ。そこでは、地産地
消型の域内向け産業と、地域特産品
などの移出産業の有機的な組み合わ
せ、城下町を中心とした町割りなど
の機能集積や、藩校・寺子屋といった
教育システムや、庶民の相互扶助シ
ステムなど、文化・社会的繋がりの強
い地域となっていた。
　現在の生活圏域は、江戸時代とま
ったく違うという地域はあるものの、
地域資源を活用した事業化や地域コ
ミュニティの活性化を図るうえでは、
地理的・文化的・歴史的繋がりを基に
したほうが、その可能性は広がるの
ではないかというもの。これは一考
に価する注目したい意見といえる。

　地域産業の活性化においては、「ヒ
ト」「モノ」「コト」「カネ」といった域
内の資源を総動員した6次産業化や
特産品開発、販路開拓、滞在型交流観
光などの内発型の産業振興や、外発
型の企業誘致においても地域の強み
を活かす産業振興策を推進すること
には、論を待たない。
　また、その過程において地域内での
資源や利益を循環させる、交流人口
を呼び込み消費を喚起する、地域資
源を活用して付加価値を高めた商品
を地域外に売り込み、いかに「儲け」
を出すかといった仕組みや取り組み
手法についても様々語られてきた。
　そうした個別の手法とともに広域
連携における重要な視点は、出現す
る農林水産業や商工業、自然環境、歴
史・文化などの分野における個人や
グループの経営体をいかに連携させ
ていくことができるかということで
ある。
　ただでさえ、合併によって行政サ
ービスの低下が心配される多くの市
町村には、それを担う人的資源や、財
政的なゆとりはないという自治体も

多い。
　しかしそれ故に、情報のプラット
フォームや関係者間のコーディネー
ト機能を担う主体が極めて重要で、
この主体が広域連携の様々な事業の
核となる。
　特集で紹介した田辺周辺広域市町
村圏組合は40年にわたって、広域連
携で文化・医療の環境整備を行って
きており、その土台を基に産業振興
に取り組んでいる。また、広域で株式
会社やNPO法人といった法人格を持
つ事業主体を結成して、事業に取り
組むところも多い。

　最近では「シンクタンク」的な機能
に加え、それ自体が具体的な事業を
推進する、いわゆる「ドゥタンク（Do 
Tank）」を広域で結成するところもあ
る。いずれにしても、域内の人材を探
し出し、あるいは育成するとともに、
外部人材の活用による多様な「協働」
の仕組みを作り、コーディネート機
能に加えて実際のマネジメント機能
を強化した推進主体づくりが、大き
な課題となっているのではないだろ
うか。
　マネジメント機能を強化するうえ
で重要なことは、各経営体のモチベ
ーションの維持である。それを図る
ためには、連携する様々な経営体に
よる域内雇用創出や定住人口の増加
など、小さいものであっても、何らか
の「成功体験」が必要になる。そのた
めには、経営体のなかから「トップラ
ンナー」をひとつでも、ふたつでも作
り出していく努力を重ねていくこと
しかない。
　「トップランナー」による「成功体
験」は、地域内に刺激を与え、良い意
味での「競争」に拍車をかけ、創造的
で豊かな圏域を形成することになる
ことは間違いないだろう。

「広域行政」から「広域連携」へ

広域連携の地域的枠組み

広域連携を担う主体づくり

「トップランナー」の創出
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域内の産業振興に向けた創造的連携
文責：地域振興部



１
月

２
月

３
月

福浦の歌舞伎（佐井村）

船魂祭（大間町）

第17回全道PKグランプリ（平取町）

双葉町ダルマ市（双葉町）

六ヶ所村異文化交流フェア2013（六ヶ所村）

第41回只見ふるさとの雪まつり（只見町）

第17回雪割草祭り（柏崎市）

第2回志賀町祭大漁起舟祭（志賀町）

第9回若狭たかはまひなまつり（高浜町）

京町二日市（えびの市）

第27回遠州横須賀凧揚げまつり（掛川市）

尾鷲ヤーヤー祭り（尾鷲市）

第16回2月2日夫婦感謝の日ウィーク（姫路市・高砂市）

上関神明祭（上関町）

第34回土佐はし拳全日本選手権南国場所（南国市）

ガウンガウン祭（いちき串木野市）

第11回まつえ暖談食フェスタ（松江市）

水中綱引き（美浜町）

第15回カキVSニラまつり（知内町）

えびす祭り（阿久根市）

布海苔採り体験ツアー（風間浦村）※期間中3回開催

布海苔採り体験ツアー（風間浦村）※期間中3回開催

第9回若狭たかはまひなまつり（高浜町）

雪上PK戦を楽しむ参加者たち大間稲荷神社での祈願祭 来訪客で賑わうメイン会場

　毎冬開催
され、地元
平取町はも
とより、全
道各地から
数多くの参
加者が集ま
るイベントです。
　各チーム5名のPKゴールの多い方が勝
ちという簡単なルールですが、雪上という
事でサッカー経験者でも悪戦苦闘します
が、皆、勝敗にこだわらず楽しんでいます。
　また、昼食時には地元産の『びらとり和
牛』を炭火焼きで味わい、選手・観客とも
に楽しいひとときを過ごす事ができます。
【開催日】2月3日（日）
【開催場所】二風谷ファミリーランド内総合グラ
ウンド（平取町二風谷）
【主催・問合せ先】全道PKグランプリ実行委員会
（平取町役場内） ☎ 01457-2-2223
【URL】www2.town.biratori.hokkaido.jp

平
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取町
ちょう

雪上で悪戦苦闘
～第17回全道PKグランプリ

北海道

　漁師にと
って、毎年
1月11日の
「船魂祭」は
お正月と同
じです。
　まず、大
間稲荷神社で漁業関係者等が参加し、大
漁祈願・海上安全の祈願祭が執り行われ
ます。
　祈願祭は関係者が祈祷を受け、玉串を
捧げた後、神楽舞いを奉納します。
　その後、漁師の自宅では大漁旗が飾ら
れ、神棚にはお供えが挙げられ、親戚・知
人等を自宅に招き入れ、終わる事を知ら
ない宴会へと続きます。
【開催日】1月11日（金）
【開催場所】大間稲荷神社
【主催・問合せ先】大間漁業協同組合
☎0175-37-3117

大
おお

間
ま

町
まち

豊かな海を願う
～船魂祭（ふなだまさい）

青森県 知
しり う ち

内町
ちょう

北海道

しりうち味な合戦冬の陣
～第15回カキVSニラまつり

　この時期
旬を迎える
知内町の2
大 特 産 品
「カキ」と
「ニラ」をテ
ーマに開催
される毎年人気のイベントです。
　会場では、カキとニラが産地ならでは
の価格で販売される他、参加各団体によ
る特産品の卸売・創作料理の提供や焼き
ガキコーナーなど楽しい企画が盛りだく
さんです。
　知内の冬の味覚を楽しもうと会場は所
狭しと大勢の来訪客で賑わいを見せます。
【開催日】2月24日（日）10：00～13：30
【開催場所】知内町スポーツセンター（メイン会
場）、知内町中央公民館（カキとニラの販売）
【主催･問合せ先】カキVSニラまつり実行委員会
（知内町役場 産業振興課 商工係内）
☎01392-5-6161
【URL】www.town.shiriuchi.hokkaido.jp
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「電気のふるさと」では電源地域の各市町村で開催され
るイベントや伝統的なお祭りなどの情報をまとめて掲載
するコーナーをつくりました。今回は1～3月の情報で
す。読者の皆様方で掲載のご希望がございましたら、電
気のふるさと編集室までお知らせください。自薦、他薦
を問わず受け付けています。なお、掲載にあたり費用が
発生することはありません。（誌面の都合上、掲載でき
ない場合がございますことを予めご了解願います）

■地域振興部 振興業務課 電気のふるさと編集室
☎03-6372-7305　E-mail ： furusato@dengen.or.jp



布海苔採りを楽しむツアー参加者福浦の歌舞伎の上演の様子日本語の寸劇を演じる外国人参加者

熱気溢れるダルマ神輿大雪像上で行われる神楽雪割草販売会の様子
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青森県

地域に愛され続ける
～福浦の歌舞伎
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世界各国の文化に触れる
～六ヶ所村異文化交流フェア2013

青森県

　冬の風間
浦村の観光
の目玉とし
て年々評判
となってい
る体験ツア
ーです。
　ツアー内容は、風間浦の新鮮な海の幸
を楽しみ、津軽海峡で育まれた布海苔（布
海苔は美容と健康にも良いという評判も
あります）採りを体験し、海苔採り後は冷
えた体を下風呂温泉に入って温めるとい
うものです。
　人情と旅情に触れる事のできる絶好の
機会なので、是非お越しください。
【開催日】2月下旬～3月上旬（3回開催）
【開催場所】風間浦村下風呂地区・易国間地区・蛇
浦地区（各1回開催）
【主催・問合せ先】布海苔採り体験ツアー実行委員
会（風間浦村役場 産業建設課内） ☎0175-35-2111
【URL】www.kazamaura.jp

温泉も楽しめる
～布海苔（ふのり）採り体験ツアー

　佐井村の
福浦地区で
は、明治時
代に歌舞伎
が 伝 え ら
れ、地区の
それぞれの
家に配役や道具方を分担し、代々伝えら
れてきました。
　この歌舞伎を伝統芸能として度重なる
存亡の危機を乗りこえて、地元で守り続
けてきた事が評価され、現在では青森県
無形民俗文化財となっている他、福浦の
歌舞伎の魅力を広く発信し、末永く伝承
させる目的で「歌舞伎の館」が建てられ、
稲荷神社の例祭のほか、春を迎える3月頃
に定期上演しています。
【開催日】3月中旬
【開催場所】歌舞伎の館
【問合せ先】佐井村役場  ☎0175-38-2111
【URL】www.sai.e-shimokita.jp

　2003（平
成15）年か
ら開催され
ている六ヶ
所村在住の
外国人と六
ヶ所村民の
交流イベントです。年々、参加国や参加者
が増えています。
　会場では写真やポスターの展示の他、
各国ご自慢の料理が味わえるブースが並
び、何カ国かの民族衣装が試着できるコ
ーナーも設置予定です。
　加えて、ステージでは世界の舞踊や外国
人による日本語の寸劇披露など、盛りだく
さんの内容となっており、世界各国の文化
に触れる事ができる1日となっております。
【開催日】2月17日（日）
【会場】六ヶ所村文化交流プラザ「スワニー」
【主催】六ヶ所村国際交流推進委員会
【問合せ先】六ヶ所村国際教育研修センター
☎0175-73-8575  【URL】www.rokkasho.jp

復興を願う
～双葉町ダルマ市

雪を冬の楽しみとして活用
～第41回只見ふるさとの雪まつり

　江戸時代
から伝わる
新春恒例の
伝 統 行 事
「双葉町ダ
ルマ市」を
いわき市南
台応急仮設住宅で来年も開催します。原
発事故により福島県内外に避難している
町民が一同に集まり、露店や奉納神楽、ダ
ルマ神輿、ステージイベント等、震災前と
ほぼ変わらない内容で行います。
　今年は約3,000人が来場し、縁起物のダ
ルマを買い求めるなど、ふるさとの復興
を願いました。
【開催日】1月12日（土）・13日（日）9:00～16:00
【開催場所】福島県いわき市 いわき市南台応急
仮設住宅敷地内
【主催】夢ふたば人
【問合せ先】夢ふたば  理事  福田一治
 ☎090-2976-8692

　国内有数
の豪雪地帯
として知ら
れる只見町
の冬の一大
イベント!!
　会場内に
は大雪像を始め、大小様々な雪像やかまく
らが立ち並び、大雪像にある特設ステージ
では様々なイベントが行われます。夜には
会場がライトアップされ、祭りの最後には
冬の夜空を幻想的に彩る花火大会が開催
されます。
　また、会場内に立つ「ゆきんこ市」では、
郷土の味が楽しめるほか、工芸品や地元
の物産品などが数多く並び、毎年多くの
人で賑わいます。
【開催日】2月9日（土）・10日（日）
【開催場所】JR只見駅前広場
【主催・問合せ先】只見ふるさとの雪まつり実行
委員会（只見町役場 産業振興課 交流推進班内）
☎0241-82-5240  【URL】www.tadami.gr.jp

　周りの山
々がまだ雪
深い3月、日
本海を見下
ろす小高い
丘に一足早
く春を告げ
るように咲き誇るのが「雪割草」です。
　遊歩道が整備された「雪割草の里」では
約30万本の雪割草が群生していますが、
毎年一番の見ごろに開催される雪割草祭
りでは、雪割草の販売、地元特産品の販売、
雪割草技術講習会等が行われ、大勢の愛
好者で賑わいを見せます。
【開催日】3月23日（土）・24日（日）
【開催場所】雪割草の里（柏崎市西山町大崎）
【主催】大崎雪割草保存会
【問合せ先】柏崎市西山町事務所  地域振興課
☎0257-47-4010
【URL】www.city.kashiwazaki.niigata.jp

春の訪れを知らせる
～第17回雪割草祭り
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大漁旗で埋め尽くされた漁港商店に飾られる雛人形

個性豊かな凧の凧揚げの様子激しく男衆がぶつかる「練り」

綱を切ろうと競い合う青年たち

　一年の大
漁と安全を
祈願すると
ともに志賀
町の冬の祭
りとして始
まったのが
「大漁起舟祭」です。豊漁祈願という事で
漁港内の船だけでなく、会場内にも所狭
しと数多くの大漁旗が掲げられます。
　会場には鮮魚販売コーナーや買った魚
介類をその場で焼いて食べる事ができる
炉端コーナー等が設けられる他、冬の能
登の味覚の甘エビ・加能ガニ等がたっぷ
りと入った大漁鍋が味わう事ができ、家
族連れで賑わいを見せます。
【開催日】2月11日（月・祝）
【開催場所】石川県富来漁港
【主催】志賀町祭大漁起舟祭実行委員会
【問合せ先】志賀町役場 商工観光課 ☎0767-32-
1111  【URL】www.town.shika.ishikawa.jp

志
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賀町
まち

冬の味覚を味わえる
～第2回志賀町祭大漁起舟（きしゅう）祭

石川県

　2005年、
商店街の声
かけで16軒
から始まっ
た「若狭た
かはまひな
まつり」。
毎年参加規模も拡大し、現在では約100軒
の商店や民家で、段飾りや御殿飾り、中
には江戸末期の珍しいおひなさままで、
様々なひな人形に出会えます。
　甘酒の振舞いや展示会など空き店舗を
利用した休憩所、心あたたまる催し物も
たくさん開催されます。旧丹後街道の高
浜の街並みを散策しながら、地元の人と
の触れ合いも楽しんでみてください。
【開催日】2月15日（金）～3月3日（日）
【開催場所】高浜町本町商店街周辺
【主催】若狭たかはまひなまつりの会
【問合せ先】若狭高浜観光協会 ☎0770-72-0338

高
たか は ま
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まちぐるみで創り上げる
～第9回若狭たかはまひなまつり

福井県

　「遠州横
須賀凧揚げ
まつり」は
全国の凧愛
好者による
各地域の自
慢の凧が集
まるイベントです。当日は各地域の伝統
的な形や図柄の個性豊かな凧が遠州の空
っ風を受けて、空高く舞い上がります。
　また、会場内では子どもでも揚げられる
無料凧作り教室が行われ、オリジナルの
凧を作り、凧揚げを楽しむ事ができたり、
物産品の販売等も行われたり、1日楽しむ
事ができる内容となっています。
【開催日】2月3日（日）
【会場】遠州夢咲農協ライスセンター（掛川市西
大渕地区）
【主催】掛川観光協会 大須賀支部
【問合せ先】掛川南部観光案内所 ☎0537-48-0190
【URL】www.city.kakegawa.shizuoka.jp

　尾鷲神社
祭礼の「ヤ
ー ヤ ー 祭
り」は期間
中、毎夜各
町の若者衆
が町を練る
行事「ヤーヤー」が通称となったもので
す。この名称は、戦国武士の立合いの名残
「ヤーヤー我こそは…」に由来すると言わ
れています。
　各町の男衆が、「チョウサじゃ」の勇ま
しいかけ声とともに激しくぶつかる「練
り」が街中でくり広げられ、その後、極寒
の尾鷲湾に飛び込んで身を清める「垢

あかこり

離
かき」という神事も行われます。
【開催日】2月1日（金）～5日（火）
【開催場所】尾鷲神社他
【主催･問合せ先】尾鷲神社 ☎0597-22-1486
【URL】www.city.owase.lg.jp

一糸まとわぬ裸祭り
～尾鷲ヤーヤー祭り

　「2月2日夫婦感
謝の日ウィーク」は
毎年2月2日を「ふ
うふかんしゃの日」
として、2月1～ 7
日に夫婦やカップ
ルをテーマとしたイベントやプレゼン
ト・キャンペーンを姫路市・高砂市両市の
様々な施設で開催しています。
　例えば、「尉と姥」「相生の松」で有名な
高砂神社では「夫婦和合長寿特別祈願祭」、
「夫婦記念写真撮影」、「夫婦でご当地グル
メ」等、お互いに感謝を表す催しが開催さ
れます。
【開催日】2月1日（金）～7日（木）
【開催場所】高砂神社（高砂市）他
【主催・問合せ先】2月2日夫婦感謝の日実行委員会
（事務局：NPO法人コムサロン21内） ☎079-224-
8803
【後援予定】姫路市、高砂市、高砂市観光協会  
【URL】www.com21.or.jp

感謝の気持ちを示す
～第16回2月2日夫婦感謝の日ウィーク

遠州新年の風物詩
～第27回遠州横須賀凧揚げまつり
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川市 静岡県

　「昔、運河に大蛇
が出て川をふさぎ
舟が通れずに村人
が困っていたので、
大蛇より長い綱を
張ったところ大蛇
は現れなくなった」
そうです。その縁
起の良い綱に触れ
ようと海中で引き
合ったのがこの水中綱引きの由来だと言
われています。当日の早朝、綱が練り上げ
られ、運河に渡され、周りに大漁旗が張り
渡されます。白いパンツ姿にさらしの腹
帯、色とりどりのはちまきをした村の青
年達が、次々と川へ飛び込み、綱を切ろう
と競い合い豊漁を祈願します。
【開催日】1月20日（日）
【開催場所】美浜町日向  日向運河（日向湖と海を
結ぶ水路）  【主催】美浜町日向区
【問合せ先】美浜町役場 商工観光課 ☎0770-32-
6705  【URL】www.wakasamihama.jp
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福井県

冬の風物詩  勇壮な伝統行事
～水中綱引き
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賑わいをみせる暖談ごちそう広場燃え上がるご神体真剣にはし拳に臨む参加者

えびす様に祈願する和服姿の漁師寸劇を繰り広げる男たち買物客で賑わう京町二日市

　「上関神
明祭」は小
早川家の分
家である浦
景継が上関
の領主にな
ってから行
われるようになった、400年以上の伝統を
誇る祭りです。
　餅つきや神楽などの奉納の後、高さ約
10mのご神体に点火します。勢いよく燃
え上がる様子は迫力満点です。「煙に触れ
る事」により参加者は無病息災を祈願し、
最後に餅まきが行われ終了します。
【開催日】1月中旬
【開催場所】沖の浜埋立地（上関町大字長島）
【主催】かまどがせき会（菊村洋之会長）
【問合せ先】上関町教育委員会 ☎0820-62-0069
【URL】www.town.kaminoseki.lg.jp

上
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ちょう

400年以上の伝統のお祭り
～上関神明祭（しんめいさい）

山口県

　毎年2月
の最終日曜
日に行われ
る「酒の国
土佐」なら
ではのイベ
ントです。
　ルールは簡単で、まず2人で向かい合
い、それぞれが3本ずつ箸を持ち、それを
手の中に隠すようにして互いに前に出し、
差し出された箸の本数を当て、負けた方
は杯に注がれたお酒を飲まなければなら
ない、というものです。男女入り混じって
鉢巻を結び正座をし、真剣にはし拳をす
る姿に周りから歓声が飛び交います。
【開催日】2月24日（日）
【開催場所】グレース浜すし
【主催】 日本はし拳南国協会ほか
【問合せ先】南国市役所 商工観光課
☎088-880-6560
【URL】www.city.nankoku.lg.jp

南
なん こ く

国市 高知県

「酒の国」土佐らしさ
～第34回土佐はし拳全日本選手権南国場所

　「まつえ
暖談食フェ
スタ」は豊
かな地産食
材を活かし
た料理や松
江の食文化
等を楽しむ事ができる「食」のイベントで、
今回で11回目を迎えます。
　「椿咲く古都の冬まつり」をテーマに、1
ヶ月間にわたり松江市内各地で開催され、
各店が趣向を凝らした料理を提供する
「暖談フェア」や、地元の食材を使った屋
台村で賑わいをみせる「暖談ごちそう市
場」のほか、豊かな食文化に触れる「暖談
グルメ祭」、店自慢の料理とともに松江を
語る「暖談晩餐会」などがあります。
【開催日】2月1日（金）～28日（木）
【開催場所】松江市内一円
【主催】まつえ暖談フェスタ実行委員会、松江市
【問合せ先】松江観光協会 ☎0852-27-5843
【URL】www.plusvalue.co.jp/dandan/

松
まつ

江
え

市 島根県

「松江」らしさを味わえる
～第11回まつえ暖談食フェスタ

　えびす祭
りは毎年1
月10日に阿
久根市の海
沿いの各地
区で開催さ
れる、新年
の豊漁と航海安全を祈願するお祭りです。
　祭りの会場では、化粧直しをし、祭壇に
鎮座している男女2体のえびす様を前に
和服姿の漁師らが、送神歌の「よいこん
節」を厳かな雰囲気で歌う中、各人がご神
体の前へ進み、「みんなが怪我せんごと頼
んでな」、「今年は魚がどっさい獲るっご
と頼んど」と祈願します。
【開催日】1月10日（木）
【開催場所】阿久根市内各地区
【問合せ先】阿久根市 水産林務課 ☎0996-73-1211、
北さつま漁業協同組合 ☎0996-72-1511

阿
あ く ね

久根市
豊漁と航海安全を祈願
～えびす祭り

鹿児島県

　ガウンガ
ウン祭は旧
暦の2月2日
に1年の豊
作を祈願す
る祭りとし
て野元の深
田神社で開催される春の大祭です。
　田植えの様子を「テチョ」と呼ばれるお
父さん役と子供役の太郎・次郎、牛に扮し
た男の4人によって寸劇が繰り広げられ
ます。
　この寸劇は決まった台詞はないものの、
それぞれ決まった役を担当する以外は即
興的に場を盛り上げるべく、おもしろお
かしく演じます。
【開催日】3月上旬
【開催場所】深田神社（いちき串木野市野元）
【問合せ先】いちき串木野市教育委員会 文化振興
課 ☎0996-21-5113
【URL】www.city.ichikikushikino.lg.jp

鹿児島県

1年の豊作を祈る
～ガウンガウン祭

　京町二日
市は90年余
りの歴史が
ある南九州
最大の買物
市です。
　市は毎年
2月の第1土曜・日曜に行われ、京町温泉駅
前（JR吉都線）から約2kmが歩行者天国と
なり、地元はもとより、市外・県外から約
450店もの露店が並びます。
　取り扱われる商品は各種食料品から衣
料品・電気製品・生活用品・植木など多種
にわたり、安価で販売されるとあって、毎
年県内外から訪れる大勢の買物客で賑わ
います。
【開催日】2月2日（土）9:00~18:00、2月3日（日）
9:00~17:00
【開催場所】京町温泉駅前通り
【主催・問合せ先】えびの市商工会 ☎0984-35-1544
FAX 0984-35-2644
【URL】www.city.ebino.lg.jp

えびの市
南九州最大の買物市
～京町二日市

宮崎県 いちき串
くし

木
き

野
の

市

13 電気のふるさと Vol.30



P.15
青森県むつ市

P.14
福島県富岡町

P.15
福島県

富岡町生活復興支援センター内
「おだがいさまセンター」事務所風景

「おだがいさまFM」スタジオ

町民の交流の場となっている
「おだがいさまセンター」テラス

　

春
、
夜
に
な
る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
印
象
的
で
、
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
富
岡
町

は
現
在
、
原
発
事
故
に
よ
り
全
町
民
1
万

５
，６
０
０
人
が
避
難
の
中
に
あ
り
、
い
わ

き
市
に
約
５
，３
０
０
人
、
郡
山
市
に
約

３
，５
０
０
人
、
そ
の
他
県

内
約
６
０
０
人
、
県
外
に
約

６
，２
０
０
人
が
避
難
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

　

役
場
機
能
を
置
く
郡
山
市

に
市
内
3
ヶ
所
を
含
め
県
内

計
13
ヶ
所
あ
る
応
急
仮
設
住

宅
団
地
の
中
で
最
大
規
模
２

８
７
戸
、
４
３
５
人
が
暮
ら

す
冨
田
町
仮
設
住
宅

富
岡
町
生
活
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー「
お
だ

が
い
さ
ま
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
セ
ン
タ
ー
）の

取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

地
元
の
言
葉
で
は
、「
お
た

が
い
さ
ま
」
と
使
っ
て
い
た
が
、
セ
ン
タ

ー
名
に
特
徴
を
表
し
町
民
の
記
憶
に
残
る

よ
う
に
と「
お
だ
が
い
さ
ま
」と
濁
し
た
。

　

富
岡
町
民
の
多
く
は
昨
年
3
月
12
日
に

当
初
隣
村
の
川
内
村
へ
避
難
し
、
避
難
区

域
拡
大
に
伴
い
多
く
の
住
民
が
2
次
避
難

を
強
い
ら
れ
、
郡
山
市
に
あ
る
福
島
県
施

設
「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
へ
向

か
っ
た
。
当
時
３
，０
０
０

人
以
上
の
避
難
者
が
身
を

寄
せ
合
い
混
乱
し
て
い
る

最
中
、
福
島
県
支
援
チ
ー

ム
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
救
援
物
資
や
支
援
人
員

の
割
り
振
り
に
尽
力
し
た
。
そ
の
チ
ー
ム

を
指
揮
し
て
い
た
天あ

ま

野の

和か
ず
ひ
こ彦

さ
ん
が
、
現

在
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
。

　

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
崩
壊
し
た
住
民

の
生
活
を
復
旧
す
る
生
活
支
援
や
制
限
さ

れ
た
環
境
で
住
民
の
自
発
的
意
志
を
促
す

自
立
促
進
支
援
。
避
難
で
離
散
し
た
住
民

同
士
の
心
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
、
現
在

12
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
て
い
る
。

　

そ
の
様
々
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

町
民
に
生
の
声
を
伝
え
よ
う
と
、
震
災
発

生
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
年
後
の
今
年
3
月
11

日
、
セ
ン
タ
ー
内
に
「
お
だ
が
い
さ
ま
F

M
」
ラ
ジ
オ
局
を
開
局
し
た
。
番
組
は
毎

週
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
〜
９
時
は
「
お

だ
が
い
さ
わ
や
か
モ
ー
ニ
ン
グ
」、午
後
７

〜
9
時
は
「
お
だ
が
い
さ
ま
ラ
ジ
オ
ラ
ン

ド
」、
土
曜
日
の
午
後
１
〜
２
時
は
「
と

み
お
か
76.
9（
セ
ブ
ン
ロ
ッ
ク
）」を
放
送

し
て
い
る
。
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

は
ス
タ
ッ
フ（
内
2
名
は
専
門
）が
務
め
、

こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
長
友
佑

都
氏
や
俳
優
の
松
平
健
氏
が
ゲ
ス
ト
出
演

し
町
民
へ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

多
く
の
町
民
に
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
た

だ
く
た
め
、
希
望
す
る
町
民
へ
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
機
を
配
布
し
、
使
い
慣
れ
な
い
中

高
年
者
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
る
仕
様
に

し
て
、
町
の
重
要
な
お
知
ら
せ
や
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
お
だ
が
い
さ
ま
F
M
の

放
送
が
聴
け
る
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提

供
し
て
い
る
。
ラ
ジ
オ
番
組
を
聴
き
逃
し

て
し
ま
っ
た
町
民
が
い
つ
で
も
聴
け
る
よ

う
録
音
放
送
も
配
信
し
て
い
る
。

　

月
２
回
発
行
す
る
セ
ン
タ
ー
情
報
誌「
み

で
や
っ
ぺ
！
」は
、福
島
県
内
の
地
域
情
報

や
町
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
、各
地
で
開
催
し
た

町
民
同
士
の
交
流
会
の
報
告
を
掲
載
。
好

評
を
博
し
て
い
る
の
は
、
町
民
の
中
の
お

一
人
と
の「
出
会
い
」を
綴
っ
た「
出
会
い

１
０
０
選
」。
読
者
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
る
機
会
と
な
り
町
民
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
て
、
目
標
を
１
０

０
人
と
設
定
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
し
て

い
る
。
情
報
誌
は
町
の
広
報
誌
に
同
封
さ

れ
、
全
国
に
避
難
す
る
町
民
の
元
へ
発
送

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
画
期
的
だ
っ
た
の

は
、
名
前
や
避
難
後
の
住
所
、電
話
番
号
、

避
難
前
の
町
内
の
行
政
区
を
記
載
し
た

「
町
民
電
話
帳
」。
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
、

東
京
都
三
宅
島
の
噴
火
で
全
島
避
難
に
な

っ
た
三
宅
村
の「
島
民
電
話
帳
」だ
。
完
成

ま
で
に
は
個
人
情
報
保
護
の
取
り
扱
い
も

あ
り
、
町
民
へ
趣
旨
を
説
明
し
、
往
復
は

電気のふるさと Vol.30 14

被災地の自立促進支援
の動きと産消交流
このコーナーでは電源地域各地の地域
振興に向けた話題を取り上げています。
今回は困難な避難生活を強いられる被
災者の自立促進支援事業や産品の販路
拡大支援事業、それに首都圏との交流
を通じた産品の販売や情
報発信事業を紹介します。
E-mail：
furusato@dengen.or.jp

電電源源地地域 域 振振興興トトピピッッククスス
被災地の自立促進支援
の動きと産消交流助

け
合
い
で
取
り
戻
す

町
民
の〝
絆
〞と〝
自
立
〞

福
島
県
富と

み
お
か岡

町ま
ち



事業者に真剣なアドバイスをするバイヤー

上：買物客で賑わう商店街
下：生マグロの解体実演の様子

が
き
を
送
付
し
て
同
意
を
得
ら
れ
た
方
だ

け
公
開
し
た
。
町
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
な
ど
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
っ
た
が
、

離
散
し
た
町
民
の
絆
を
取
り
戻
す
こ
と
が

一
番
大
事
と
考
え
、
富
岡
町
長
が
英
断
し

た
。
現
在
、
町
民
電
話
帳
は
１
，７
８
９

世
帯
記
載
し
、
町
民
同
士
の
絆
が
再
構
築

さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

生
活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
の
青あ

お

木き

淑よ
し

子こ

さ
ん
は
語
る
。

　
「
震
災
か
ら
１
年
半
が
経
ち
、
全
国
か

ら
支
援
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
陰
で
必

要
最
低
限
の
環
境
は
整
い
ま
し
た
。で
も
、

見
通
し
の
付
か
な
い
避
難
生
活
、
町
民
の

中
に
は
精
神
的
に
疲
労
し
、
後
ろ
向
き
な

　

11
月
6
〜
7
日
、
13
〜
14
日
、
20
〜
21

日
、
27
〜
28
日
の
計
8
日
間
、
福
島
県
内

４
会
場
で
、
経
済
産
業
省
の
被
災
地
復
興

支
援
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
未
来
へ
の

じ
ま
ん
の
一
品
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
、
福
島
県
内
の
事
業
者
と

百
貨
店
・
食
品
専
門
店
等
の
バ
イ
ヤ
ー
を

結
び
付
け
る
「
バ
イ
ヤ

ー
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

2
0
1
1
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
こ
れ
ま
で
、
復
興

　

東
京
・
江
東
区
で
最
も
古
い
歴
史
を
持

つ
亀
戸
香
取
勝
運
商
店
街
は
、「
昭
和
30

年
代
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
、
下
町
情

緒
に
溢
れ
る
観
光
レ
ト
ロ
商
店
街
と
し
て

知
ら
れ
、
青
空
市
、
夜
市
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
角
に
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
青

森
物
産
シ
ョ
ッ
プ
・
む
つ
下
北
」が
あ
り
、

「
元
気
む
つ
市
応
援
隊
」
の
応
援
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
河こ

う

野の

崇た
か
あ
き章

氏
が
所
属
す

る
「
社
団
法
人　

北
の
ま
ち
ふ
る
さ
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
下
北
半
島
の
産
品
販
売

と
情
報
発
信
を
常
時
行
っ
て
い
る
。

　

本
年
10
月
27
日
（土）
、
そ
う
し
た
亀
戸

香
取
勝
運
商
店
街
と
む
つ
市
の
共
催
に
よ

る
「
む
つ
市
の
う
ま
い
は
日
本
一
！
in 

亀
戸 〝
む
つ
と
の
遭
遇
〞」
が
開
か
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
む
つ
市
の
地
域
産
品
の

販
売
促
進
・
情
報
発
信
の
た
め
に
今
年
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
は
春
に
続
き

2
回
目
。

　

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
を

誇
る
む
つ
市
は
、多
種
多
様
な
農
・
林
・
畜
・

水
産
物
を
産
す
る
食
の
宝
庫
だ
。「
む
つ

市
の
う
ま
い
は
日
本
一
！
」
は
こ
の
地
の

基
幹
産
業
で
あ
り
、
地
域
の
食
文
化
を
育

ん
で
き
た
様
々
な
食
材
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
生
産
現
場
の
真
剣
な
取
り
組
み
や
流

通
・
加
工
、料
理
な
ど
を
紹
介
す
る
も
の
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
そ

ん
な
む
つ
市
の
秋
の
代
表
的

な
味
覚
で
あ
る
「
ホ
タ
テ
の
串

焼
き
」
や
「
ぼ
た
ん
鍋
」
な
ど
が

屋
台
販
売
さ
れ
、
商
店
街
に
あ
る
「
勝
運

ひ
ろ
ば
」
で
開
か
れ
た
津
軽
海
峡
産
生
マ

グ
ロ
の
解
体
実
演
・
販
売
で
は
、
訪
れ
た

買
物
客
の
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

そ
の
他
、
大
道
芸
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
、
京
都
祇
園
の
流
れ
を
く
む
と
い
う

下
北
半
島
最
大
の
祭
り「
田
名
部
ま
つ
り
」

の
「
祭
り
囃
子
」、
ミ
ニ
山
車
の
運
行
披

露
な
ど
が
あ
り
、
む
つ
市
の
「
ム
チ
ュ
ラ

ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
江
東
区
の
「
コ
ト
ミ

ち
ゃ
ん
」
と
い
っ
た
〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〞
が

揃
っ
て
登
場
し
て
、
亀
戸
周
辺
の
ち
び
っ

子
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
た
。

　

む
つ
市
は
地
産
地
消
運
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
同
時
に
首
都
圏
の
消
費
者
に
向
け

た
地
域
産
品
の
売
り
込
み
に
も
積
極
的
。

こ
う
し
た
首
都
圏
の
地
域
と
連
携
し
て

「
む
つ
市
」
を
ま

る
ご
と
売
り
込
ん

で
い
く
手
法
は
今

後
も
続
い
て
い
く
。

事
ば
か
り
考
え
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
住
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
生

き
が
い
を
見
つ
け
、
自
立
を
促
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。震
災
以
前
に
は
、

な
か
っ
た
人
・
場
所
・
も
の
と
の
出
会
い

が
町
民
の
生
き
が
い
と
な
り
、
再
建
を
始

め
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
人
が
楽
し

み
を
話
す
こ
と
で
、
自
分
も
何
か
始
め
て

み
よ
う
と
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
町
民
の

や
り
た
い
事
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、

支
援
に
携
わ
る
方
々
の
お
力
添
え
を
借
り

て
解
決
し
て
い
き
た
い
」

　

青
木
さ
ん
は
自
立
を
遂
げ
た
町
民
が
、

次
の
支
援
者
と
な
る
想
い
を
抱
き
、町
民
と

一
心
同
体
で
毎
日
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

支
援
を
目
的
と
し
た
商
談
会
や
販
売
会
な

ど
、
数
多
く
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
た

が
、「
消
費
者
が
支
援
を
目
的
と
し
て
買

う
の
で
は
な
く
、
純
粋
に
欲
し
い
と
思
え

る
よ
う
な
魅
力
的
な
商
品
が
な
け
れ
ば
、

長
期
的
な
支
援
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
」と
い
う
意
図
の
も
と
に
、

本
商
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

4
会
場
で
ト
ー
タ
ル
8
日
間
、
延
べ
55

事
業
者
が
、
1
対
１
の
個
別
面
談
で
、
バ

イ
ヤ
ー
か
ら
実
質
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
福
島
の
特
産
品
の
開
発
・
改
良
そ
し

て
販
路
拡
大
を
目
指
し
た
。
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東
京
下
町
の
亀
戸
で
む
つ
市
が
地
域
産
品
の

販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

青
森
県
む
つ
市

未
来
へ
の「
じ
ま
ん
の
一
品
づ
く
り
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
バ
イ
ヤ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
」を
開
催

福
島
県



当
セ
ン
タ
ー
は
、電
源
地
域
市
町
村
と
の
豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、各
地
の
実
情
に
応
じ
た
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、市
町
村
の
企
業
誘
致
に
向
け
た
様
々
な
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、当
セ
ン
タ
ー
の
企
業
誘
致
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〜
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
〜

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
企
業
誘
致
支
援
サ
ー
ビ
ス

雇
用
創
出
効
果
の
高
い　
　
　
　
　

企
業
誘
致

　

全
国
各
地
の
自
治
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
振
興
戦
略
の
も
と
、
産
業
振
興
や
産

業
立
地
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
0
年
代
頃
ま
で
は
、
地
方
に
お

け
る
産
業
振
興
の
主
要
な
政
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
企
業
立
地
・
企
業
誘
致
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス（
課
題

解
決
型
事
業
）に
代
表
さ
れ
る
内
発
型
の

産
業
振
興
も
2
0
0
0
年
代
以
降
、
大
き

な
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
外
発
型
の
産
業
振
興
と
も
い
え
る

企
業
誘
致
と
、
地
域
資
源
活
用
型
を「
農

商
工
連
携
」や「
産
学
官
連
携
」と
い
っ
た

手
法
を
用
い
て
有
機
的
に
連
関
さ
せ
、
産

業
集
積
を
目
指
す
地
域
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
各
地
域
の
産
業
振

興
策
は
複
合
的
・
重
層
的
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
企
業
誘
致
は
雇
用
創
出

効
果
の
う
え
で
、
実
効
性
を
持
っ
て
い
る

た
め
、
多
く
の
自
治
体
は
用
地
の
整
備
や

支
援
制
度
の
整
備
拡
充
、
自
治
体
内
の
組

織
体
制
と
人
材
の
育
成
、
多
様
な
情
報
発

信
ツ
ー
ル
の
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
激
化
す
る
地
域
間
競

争
の
中
で
、
成
功
率
が「
千
に
三
つ
」と
も

「
万
に
三
つ
」
と
も
い
わ
れ
る
企
業
誘
致

は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

企
業
誘
致
に
か
か
る　
　
　
　
　
　

様
々
な
課
題

　

古
い
資
料
と
な
り
ま
す
が
、
2
0
0
7

年
に
経
済
産
業
省
が
発
表
し
た「
企
業
立

地
に
頑
張
る
市
町
村
」と
い
う
事
例
集
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で「
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
し
て
い
る
市
町
村
」と
し
て
、
20

の
自
治
体
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
取
り
組
み
内
容
に
共
通
す
る
の
は
、
明

快
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
企
業
誘
致
に
携

わ
る
専
門
職
員
の
不
足
や
地
域
の
P
R
不

足
を
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
様
々
な
知

恵
と
工
夫
で
克
服
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
産
業
用
地
や
補
助
金
等

の
支
援
制
度
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
従
来

の
手
法
に
加
え
て
、
全
庁
的
な
職
員
の
取
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本年9月開催の「国際物流総合展」に出展

り
組
み
体
制
や
人
材
育
成
、
企
業
に
対
す

る
キ
メ
の
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
多

様
な
手
段
を
用
い
た
地
域
の
P
R
な
ど
と

い
っ
た
、
実
情
に
即
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
特
徴
的
な
の
は
、
企
業

誘
致
と
同
時
に
、
地
域
の
高
付
加
価
値
化

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

地
域
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
ブ
ン
カ
と
い
っ
た

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
て
魅
力
的
な

「
地
域
産
品
」や「
観
光
商
品
」と
い
っ
た

も
の
に
磨
き
上
げ
る
と
と
も
に
、「
歴
史
・

風
土
」を
含
む「
生
活
」な
ど
、
地
域
の〝
売

り
〞を
作
る
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
持
続
的
な
企
業
立
地
」
と
い
う
こ
と

が
言
わ
れ
ま
す
が
、立
地
し
た
企
業
に「
こ

の
ま
ち
に
来
て
よ
か
っ
た
」と
思
わ
れ
る

た
め
に
は
、
地
域
の
高
付
加
価
値
化
が
極

め
て
重
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
支
援
事
業
や
、
人
材
育
成
事
業
に
留

ま
ら
ず
、「
人
員
不
足
」「
P
R
不
足
」な
ど

の
様
々
な
課
題
を
持
つ
電
源
市
町
村
の
状

況
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
企
業
誘
致

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
積
極
的

な
ご
活
用
を
お
薦
め
し
て
い
ま
す
。

１
．
受
注
自
治
体
の
工
業
団
地
等
紹
介

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

　

受
注
自
治
体
の
工
業
団
地
等
紹
介
パ

ン
フ
レ
ッ
ト（
電
源
地
域
企
業
立
地
ガ

イ
ド
）を
作
成
、
ア
ン
ケ
ー
ト
先
企
業

へ
送
付
し
、
ま
た
企
業
訪
問
等
に
活
用

い
た
し
ま
す
。

２
．企
業
へ
の
立
地
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告

　

1
自
治
体
当
た
り
全
国
約
5
，0
0
0

社
の
企
業
を
対
象
と
し
た「
企
業
立
地

意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

製
造
業（
従
業
員
数
50
人
以
上
、
売

上
高
5
億
円
以
上
等
）を
中
心
と
し
た

企
業
と
し
ま
す
が
、成
長
分
野
業
界（
新

エ
ネ
産
業
、
植
物
工
場
な
ど
）や
電
力

４
．
企
業
立
地
フ
ェ
ア
等
に
お
け
る
Ｐ

Ｒ
活
動（
出
展
お
よ
び
参
加
）

　

企
業
立
地
フ
ェ
ア
へ
出
展（
予
定
）

し
、受
注
先
自
治
体
の
産
業
団
地
を
P

R
し
ま
す
。
受
注
先
自
治
体
も
P
R
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
都
内
で
開
催
さ
れ
る
企
業
フ

ェ
ア
を
中
心
に
参
加
し
、
他
の
企
業
ブ

ー
ス
を
訪
ね
、
Ｆ
補
助
金
の
紹
介
な
ら

び
に
受
注
先
自
治
体
の
産
業
団
地
に
つ

い
て
P
R
す
る
な
ど
、
情
報
交
換
の
機

会
を
増
や
す
活
動
を
行
い
ま
す
。

５
．
発
注
先
自
治
体
へ
の
報
告
等

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
集
計
デ
ー
タ
・

10
月
頃
）
お
よ
び
企
業
訪
問
結
果（
日

報
形
式
・
3
月
頃
）を
報
告
し
ま
す
。

　

企
業
が
興
味
を
示
す
産
業
団
地
等
が

あ
っ
た
場
合
、
該
当
自
治
体
と
企
業
と

の
仲
立
ち
を
行
い
ま
す
。

６
．
費
用

　

事
業
一
式
と
し
て
年
間
３
０
０
，０
０

０
円（
税
込
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
窓
口
は
地
域
振
興
部 

企
業
誘
致
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.

jp/htm
l/w
orks/yuchi/yuuchi_00.

htm
l 

ｅ
メ
ー
ル
：yuuchi@

dengen.or.jp

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー  

企
業
誘
致
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内

多
消
費
業
界
、
自
治
体
の
誘
致
方
針
に
沿

っ
た
業
界
等
を
考
慮
し
ま
す
。

　

送
付
対
象
は
首
都
圏
お
よ
び
受
注
先
自

治
体
近
く
の
都
市
圏
を
中
心
と
し
た
全
都

道
府
県
に
所
在
す
る
企
業
。

　

実
施
内
容
と
し
て
、
Ｆ
補
助
金（
原
子

力
発
電
所
施
設
等
周
辺
地
域
企
業
立
地
支

援
事
業
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
電
源
地
域

へ
の
企
業
立
地
に
大
き
な
支
援
」お
よ
び
、

受
注
先
自
治
体
の
産
業
団
地
情
報
を
ま
と

め
た
冊
子「
電
源
地
域
企
業
立
地
ガ
イ
ド
」

を
同
封
し
、
企
業
へ
の
立
地
意
向
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

３
．
企
業
・
業
界
団
体
等
へ
の
訪
問
に
よ

る
Ｆ
補
助
金
お
よ
び
受
注
先
自
治
体
産
業

団
地
等
の
Ｐ
Ｒ（
目
標
１
０
０
社
以
上
）

　

企
業
立
地
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
、
企
業
お
よ
び
業
界
団
体
へ
の
個

別
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。
企
業
訪
問
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
立
地
意
向
の
あ

る
企
業
あ
る
い
は
電
源
地
域
に
興
味
を
示

し
た
企
業
1
0
0
社
以
上
を
目
標
と
し
て
、

電
源
地
域
の
メ
リ
ッ
ト（
原
子
力
立
地
市

町
村
お
よ
び
、
周
辺
地
域
に
対
す
る
Ｆ
補

助
金
）を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、
本
事
業
を
ご
発
注
い
た
だ
い
た
自

治
体
毎
の
産
業
団
地
、
当
該
地
域
に
お
け

る
優
遇
制
度
等
を
P
R
し
な
が
ら
情
報
交

換
を
行
い
ま
す
。
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センター掲示板

話に聞き入る参加者の方々

現地開催型「産品相談・商談会」の様子

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
各
市
町
村
の
東
京
ご
来

訪
時
に
合
わ
せ
て
、
各
自
治
体
が
ご
要
望
の

テ
ー
マ
に
応
じ
た
研
修
・
講
習
会
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
11
月
5
日
（月）
に
田
辺
周
辺
広

域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員
ご
一
行
様
が
来

訪
さ
れ
、「
特
産
品
支
援
に
関
す
る
事
業
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
開
催
し
、
当
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
講
師
役
を
務
め
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
19
日
（月）
に
玄
海
町
議
会
議
員
団

ご
一
行
様
が
来
訪
さ
れ
、「
原
子
力
発
電
と

日
本
経
済
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
会
を
開

催
し
、
講
師
の
一
人
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
理

事
長
の
新

あ
た
ら
しが

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 

振
興
業
務
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp/

htm
l/w
orks/shinko/shinko01.htm

l

ｅ
メ
ー
ル
：shinkou@

d
engen.or.jp

「
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
で
の
講
演
会
・
研
修
」の
開

催
に
つ
い
て

定
期
開
催
型　

第
3
回「
産

品
相
談
・
商
談
会
」を
開
催

し
ま
し
た

　

電
源
地
域
の
特
産
品
の
開
発
・
改
良
お
よ

び
販
路
拡
大
を
目
的
に
、
百
貨
店
等
の
バ
イ

ヤ
ー
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
8
名
招
聘
し
、

1
対
1
で
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

機
会
を
定
期
的
に
提
供
す
る
、
今
年
度
3
回

目
の
「
産
品
相
談
・
商
談
会
」
を
、
平
成
24

年
11
月
8
日
（木）
に
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
市
村
17
業
者
団
体
が
首
都
圏
を
中
心
と

し
た
百
貨
店
・
食
品
専
門
店
の
バ
イ
ヤ
ー
お

よ
び
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
面
談
を
行
い
、
参
加
者

か
ら
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
そ
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
見
合
う
内
容
量
・
価
格
を
設
定

す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
」、「
関
東
で
は
馴
染
み
の
薄
い
商
材
だ
け

に
、
百
貨
店
出
店
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
催
事
出
店
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
え
る
と

の
こ
と
。
是
非
、
首
都
圏
の
消
費
者
の
声
を

お
聞
き
し
た
い
」、「
新
商
品
の
た
め
、
ブ
ラ

ン
ド
化
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
が
必
要
。

そ
の
た
め
の
２
つ
の
攻
略
法
（
Ｂ
to
Ｂ
・
地

元
で
土
産
と
し
て
の
認
知
度
ア
ッ
プ
）
を
ア

ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
売
れ
る
商
品
作
り
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
4
回（
福
岡
会
場
）は
、1
月
29
日
（火）
に

Ｆ
Ｆ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
福

岡
市 

天
神 

※
既
に
募
集
を
締
切
済
）
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

改
め
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

■
現
地
開
催
型
「
産
品
相
談
・
商
談
会
」

　

市
町
村
や
商
工
団
体
等
の
求
め
に
応
じ
、

百
貨
店
等
の
バ
イ
ヤ
ー
を
現
地
（
地
元
）
へ

派
遣
し
、
参
加
者
の
時
間
的
・
費
用
的
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
実
施
後
も
バ
イ
ヤ

ー
と
相
談
・
商
談
が
し
易
い
関
係
が
継
続
す

る
現
地
開
催
型
の
産
品
相
談
・
商
談
会
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
特
産
品
を
製
造
・
販
売

す
る
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
係
わ

る
地
域
の
関
係
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会

や
、
製
造
の
こ
だ
わ
り
等
を
バ
イ
ヤ
ー
に
体

感
い
た
だ
く
た
め
の
製
造
現
場
視
察
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。（
ご
要

望
に
よ
り
個
別
に
御
見
積
申
し
上
げ
ま
す
）

■
随
時
開
催
型
「
産
品
相
談
・
商
談
会
」

　

首
都
圏
出
張
等
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、
百

貨
店
等
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
面
談
の
機
会
を
効

率
よ
く
設
け
、
開
発
・
改
良
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
と
と
も
に
、
販
路
拡
大
に
つ
な
が

る
面
談
の
機
会
を
随
時
設
け
ま
す
。（
参
加

料
：
￥
４
，０
０
０
／
面
談
・
事
業
者
）

＊
な
お
、
現
地
型
・
随
時
型
に
つ
き
ま
し
て

は
、
常
時
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 

販
売
支
援
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp/

htm
l/w
orks/hanbai/sanpin.htm

l

ｅ
メ
ー
ル
：m

sp
@
d
engen.or.jp

「
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
い
た
し
ま
し
た

　

平
成
24
年
11
月
15
日
（木）
・
16
日
（金）
の
２

日
間
、
科
学
技
術
館
（
東
京
都
千
代
田
区
北

の
丸
公
園
）
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
企
業

誘
致
セ
ミ
ナ
ー
（
研
修
№
3
『
企
業
誘
致
に

よ
る
地
域
活
性
化
』）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
39
自

治
体
、
総
数
50
名
の
企
業
誘
致
関
係
者
が
参

加
し
、
厳
し
さ
を
増
す
経
済
状
況
の
中
で
、

2
日
間
に
わ
た
っ
て
企
業
誘
致
戦
略
を
学
び

ま
し
た
。

　

講
師
陣
は
、
経
済
産
業
省
職
員
・
大
学
教

授
・
会
社
経
営
者
・
金
融
関
係
者
な
ど
5
名

の
多
彩
な
各
界
の
第
一
人
者
で
、
様
々
な
切

り
口
か
ら
産
業
の
動
向
や
関
連
施
策
、
企
業

誘
致
に
関
す
る
実
務
事
例
、
海
外
の
動
向
な

ど
に
つ
い
て
熱
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
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No. 分野 テーマ 月日 場所 申込〆切 研修ポイント

5 地域産業 地域産業の活性化
1月31日（火）
～2月1日（水）

【東京研修】
電源地域
振興センター

1月16日（水）
地域の強みである地域資源の活用や企
業・地域間の新たな連携等による地域産
業の活性化のための各種方策を学ぶ。

6 観光 地域ぐるみで進める観光まちづくり（※）
～観光地域づくりの中核を担う中間組織の役割とは？～

2月7日（木）
　～8日（金）

【東京研修】
電源地域
振興センター

1月23日（水）
それぞれの地域における中間機能（プラ
ットフォーム）の強化と組織づくりの考
え方や手法を、事例を通じて学ぶ。

9 協働 多様な主体が活躍する協働によるまちづくり
2月14日（木）
　～15日（金）

地方中核
都市研修
福岡県福岡市

1月30日（水）
地域の多様な主体が活躍する協働によ
るまちづくりについて、講義や事例など
からそのポイントを学ぶ。

研
修
の
ご
案
内

（
人
材
育
成
事
業
）

　

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
2

年
度
か
ら
電
源
地
域
の
皆
様
を
対
象
と
し
た

研
修
事
業
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
約

２
万
人
の
皆
様
に
受
講
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
電
源
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
新
た
な
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
な
ど
、
引

続
き
電
源
地
域
の
長
期
的
か
つ
自
立
的
な
振

興
支
援
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

１
〜
２
月
の
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以

下
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本

研
修
事
業
を
皆
様
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
各
研
修
内
容
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 

研
修
派
遣
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp

/
htm

l/w
orks/kensyu/ind

ex.htm
l

ｅ
メ
ー
ル
：jinzai@

d
engen.or.jp

■1～2月の研修（予定） 各定員：25名

第３回「電気のふるさと」フォトコンテストの作品受付中！

■賞および景品
● 最優秀賞：1点　旅行券3万円分
● 優　秀　賞：2点　旅行券1万5千円分
＊入選された作品は当センターのホームページ、「電気のふるさ
と～電源地域ニュース～」その他で紹介する予定です。

■募集内容
  テーマ：「電気のふるさと」
● 皆様の暮らしを支える大切な電気。その電気のふるさ
とを訪れて、四季折々の自然風景、人々の生活や祭事、
その地域を象徴する風物など、電気のふるさとの魅力
が表現された作品を募集します。

● 「電気のふるさと」とは、建設準備中・工事中・運転中の
発電所等が所在する市町村とその周辺市町村のこと
です。

＊詳細は当センターのホームページ（http://www2.dengen.or.jp/
html/area/）「電源地域とは」を参照ください。

■応募方法
● カラーまたは白黒プリント、A4サイズとします。
● 必ず規定の応募用紙に必要事項を記載の上ご応募くだ
さい。

● 写真プリントは、応募用紙と必ずセットで送ってくだ

さい。
● 応募用紙は当センターのホームページ　　　　　　　
よりダウンロードできます。

● お1人様3点までの応募とします。なお、1枚の応募用紙
で応募できる写真は1枚です。

■応募資格
日本国内に在住の方に限らせていただきます。

■受付期間
平成24年10月1日～平成25年3月31日（当日消印有効）。
必ず郵送で応募してください（メール便不可）。郵送以外
では受け付けいたしかねます。
＊注意事項他の詳細は当センターのホームページ（http://www2.
　dengen.or.jp/html/works/photocon/）をご確認ください。

■送付先・お問い合わせ先
〒103－0012  東京都中央区日本橋堀留町二丁目3番3号
（堀留中央ビル7階）
（一財）電源地域振興センター  電気のふるさと編集室

TEL：03－6372－7305（平日10～17時）
FAX：03－6372－7301
E-mail：furusato@dengen.or.jp

　

第
1
日
目
終
了
後
に
は
立
食
形
式
に
よ
る

「
情
報
交
換
会
」
も
開
催
さ
れ
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
は
、

「
た
い
へ
ん
有
意
義
な
研
修
だ
っ
た
。
今
後

の
業
務
に
役
立
て
た
い
」
と
の
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 
企
業
誘
致
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp/

htm
l/w
orks/yuchi/yuuchi_00.htm

l

ｅ
メ
ー
ル
：yuuchi@

d
engen.or.jp
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表紙：只見町の「只見ふるさとの雪まつり」（第40回「只見ふるさとの雪まつり」フォトコンテスト  只見町長賞受賞作品）
裏表紙：①尾鷲市の「尾鷲ヤーヤー祭り」　②六ヶ所村の「異文化交流フェア」　③平取町の「全道PKグランプリ」　④上関町の「上関神明祭」
⑤田辺市の「野中の一方杉」　⑥柏崎市の「雪割草」　⑦双葉町の「双葉町ダルマ市」　⑧高浜町の「若狭たかはまひな祭り」　⑨田辺市の「天神崎の夕日」
⑩姫路市・高砂市の「夫婦感謝の日ウィーク（写真は「夫婦感謝の日パーティー」）」　⑪美浜町の「水中綱引き」　
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